
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 こども買い物パスポート事業 

事業主体 

（連絡先） 

富士見町 

 

事業区分 ⑥産業振興、雇用拡大に関する事業 

⑧その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 ８３０，０４４円（うち支援金：６２２，０００円） 

（

① 町内小規模店舗への買い物機会の創出 

② 次世代を担うこどもとのコミュニティ構築 

③ サービス向上による、町内商店の売上の底上げ 

 

 

※自己評価【B】 

【理由】 

・本事業実施により、次世代を担うこどもが

町内の小規模店舗に足を運ぶ機会が増えた。 

・小規模店舗は、こどもがサービスに関心を

持ち買い物に来ることで、賑わいが創出され

た。 

【左：協賛店ガイドブック、右：パスポート】 

 【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

①協賛店舗を小規模店舗限定としたことで、顧客の町内

周遊循環を促した。 

（9/27～2/28 までのパスポート利用者数：602 件） 

②パスポートを利用する事で、こどもたちが町内の商業

店舗の魅力を知り、地域交流のきっかけをつくることが

できた。 

（登録店舗 34 店舗、実績のあった店舗 17 店舗） 

③登録店舗は、各店独自のサービスを実施する事で消費

者の購買意欲を促進させることにつながった。 

 

こども買い物パスポート事業に参加する町内店舗の募

集を実施し 34 店舗が参加登録。町内の 18 歳以下のこ

ども及び富士見高校生を対象とした買い物パスポート

を発行し、この事業に参加した店舗で買い物をした際

に独自のサービスが受けられる仕組をつくる。 

 

対象人数：2,111 人（町内 18 歳以下 1,944 人、富士見

高校生 167 人） 

パスポート発送日：町内 18 歳以下 R6.9.27 発送 

         富士見高校生  R6.10.9 手交 

 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。（今後の事業展開、取組の継続に向けた財源確保など）。 

・本事業は、町内 18 歳以下のこども及び富士見高校生を対象に引き続き実施していく。 

・今後は協賛店舗増加のため積極的な周知を行い、町内商店の更なる賑わいの創出を目指す。 

・事業継続にあたり、パスポートの利用率の増加、協賛店舗の参加率の増加に注力し、地域力の

底上げを図っていく。 


